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32回目の軽井沢。
ロードスターの35周年を、
たくさんの参加者と祝えました。
まず、準備段階のあれこれ、今年の新情報、
裏情報などをご紹介。　

●3月14日 毎年事前事後に連絡をとっている軽井
沢観光協会を訪問。軽井沢プリンススキー場から、
軽井沢町役場からイベント開催承認書を取得し提
出して欲しいという要望があり、その相談も。話の中
で軽井沢ミーティングに対して観光協会さんの「後
援」いただけることになりました。ひとつ箔がついた？
笑。今年は時間不足で断念した町役場とのやりとり
を、来年に向けて進めていかなければなりません。

軽井沢ミーティング2024
～笑顔。逢える。Roadster 35th Anniversary～
2024年5月25日（土）、27日（日）

●4月14日 現地で打ち合わせと抽選。そのあと晴
天祈願に熊野皇大神社へ。晴天祈願を始めてか
ら2023年までの12回開催すべて晴天という快挙？
を継続中。そして2024年も。熊野皇大神社の水澤
宮司は昨年同様、「これだけ晴れが続くともうほんと

に怖いんで
すけど。一年
で一番、胃が
痛いです（苦
笑 ）」とのこ
と。笑。本殿

の奥、ちょっと上がったところのロードスターを祀った
「星乃道神社」にもお参り。昨年6月に奉納したオ
レンジ色の御神体も輝きを失わず、祠の下のロー
ドスターのミニカーも少しですが増えていました。寄
進者の銘の隣にはクラブステッカーを貼れる板も
設置。軽井沢に行くメンバーはぜひ自分の愛車の
かわりにミニカーを持参奉納してください。愛車の
交通安全、晴天にもご利益あるはず。
●5月13日 事務局でプログラム、チケット、アンケー
ト＋食券、ステッカー、受理書を封入。その日の夕
方に一気に発送を済ませました。今年から、ヤマト

DM便が廃止になり、追跡できない普通郵便での
発送となりました。到着を待っている参加者の手元
に、1日も早く遅れずに届くよう、史上最速での発送
となりました。事務局日記P41も参照。
●5月19日 例年通り、開催1週間前の委員会の最
終打ち合わせ。オンラインで、当日の天気予報を気
にしつつ、事前申込状況などを報告。当日の段取
り改善、最終レイアウト、天災などの発生の際の危
機管理プランなどについての討議がありました。
◆駐車台数や抽選など、軽井沢への疑問質問につ
いて：今年も初参加が多く、「なぜ抽選なのか」「な
ぜネット申し込みではなく往復はがきなのか」「なぜ
倍率が高いのか」といった疑問の声がありました。
vol.109にも回答を掲載しましたが、軽井沢ミーティ
ング公式サイトに2025年春までにQ&Aのページを
設ける予定です。それまでの間も、メールや、各地
ミーティングで直接聞いてもらえれば応えます。
◆2024年も1,100台の駐車枠を設定し、往復はが
きでの応募としました。史上最多の3,086台の応募
があり（昨年の応募数2,664台から15.8％増）、落選
は1,960台（63.5％）でした。ほぼ3台に1台しか当選
しないという状況になっています。今年も駐車券が
ない人も、チケットを事前購入すれば人の入場は可
能としました。当日券はありません。2025年以降も当
面は同様の方法での開催となりそうです。　
◆NA産みの親のひとり、俣野さんがLAからゲスト参
加してくれることに。前夜祭、日曜ともにトークイベン
トをお願いしました。旧知の友人たちとの久しぶりの
再会を楽しんでました。軽井沢の後は、福田さんに
会いに広島にも。5年後の40周年も来てください。
◆今年の初の試みは、しなの鉄道と熊野皇大神社
とコラボで、記念入場券セットを5/24から駅で発売
しました。台紙の絵は実行委員の松島さんが担当。
当日、電車参加の人たちが300人以上います。事
前の連絡や当日、終了後の挨拶も担当してくれて
いるボランティアの高山さんのおかげで、しなの鉄
道さんとは良い関係を維持しています。
◆今年も年初から中軽井沢駅施設の責任者と
連絡を取り、同日に地域イベント開催の報を受け、
ミーティング参加者の中軽井沢駅周辺の公共駐
車場の利用禁止を、公式サイトに掲載し、チケット
類を送付する封筒に印字して発送しました。
◆飯野さん招待：1996年、会場を軽井沢プリンスス
キー場駐車場に移した時からずっと軽井沢ミーティ
ングを担当いただいた飯野さん（軽井沢プリンスホ
テルウエスト営業課）が、2023年6月で退職され、お
礼に委員会のブルゾンをプレゼントしました。今年、
予定通り、永年VIPとしてご招待したところ、ブルゾ
ンを着て奥さんと参加してくれました。ずっと担当さ
れていた弁当配布場所を視察。段取りを見て「まだ
まだだな（笑）」のコメントいただきました。ありがとう
ございました。来年もぜひ。
＜事前参加申込状況＞
5月25日　コマ図ラリー51台（昨年42）、コマ図ドラ
イブ47台（36）、前夜祭260名＋子供3（215+3）、

宿泊238名（230）
5月28日　ミーティング・大人計2,600名（2,502
名）＝一般2,492名＋SHOP108名＋広報プレス
不明、別途子供50以上、ペダルカー14名（11）、
SHOP出店22＋ケバブキッチンカー出店
内数 V（ボランティア）スタッフ（委員、pea含め）
141名（115）、駐車券保有参加台数・ロードス
ター1,096台＋ボランティア83台＋他車9台＝合
計1,188台<1P552台、ボランティア102台、参
考：ショップのRSは43台（デモ車含む）、2P209
台、3P 266台＋他車10台＞参考：駐車券あり申
込者の型式比率（ショップ含まず）ロードスター
1,026+＋ボラ102=1,128台、NA283(301)25%、
NB106(121)9%、NC98(126)9%、ND519 
(517)46%、RF 123(114)11%  

From Chairman―2024年―
人生の岐路でＮＡを降りた友人が、7年の時を経て、
ＮＤ2を手に入れ軽井沢に帰ってきます。／おかえ
り。ただいま。／翌日の納車が待ちきれなくて、前日に
ディーラーへ行った友人。／7年ぶりのロードスター。
／納車の日の満面の笑み。／さあ。いっぱい走ろう。
軽井沢をずっとやり続けた意味がある。／5月の最
終土日に帰ってこられる場所をつくり続けた。／35
周年を迎えたロードスター。／このクルマと過ごした
幸せな時間とともに軽井沢へ持って来てください。
ロードスターの数だけいろんな風景がある。／この
クルマを好きで本当によかった。／さあ40周年に向
けて。
今年のステッカーの色は、日の丸を示す白地に赤で
す。／2011年と同じ色です。／2024年元旦に北陸
地方を襲った能登半島地震。／復興に向けて日本
一丸となって応援する意味を込めて、この色に決め
ました。／会場内に、数年ぶりに募金箱を設置しま
す。／ＮＡのリトラとフューエルリッドを利用して2011
年に作成しました。／未来を照らし、復興への燃料
を集める意味を込めて。／きょうの楽しいをぜひ被
災地へお裾分けしてください。／ロードスターが似合
う大好きな青空は被災地にも繋がっています。
　軽井沢ミーティング実行委員会委員長
　　高橋優一
　 
5月25日（土）晴れ
めっちゃ日焼け

●コマ地図ラリー
　スキー場駐車場からスタートして、軽井沢近郊の
ロードスターで走ると最高に気持ちいい道のドラ
イブ、景観やクイズで楽しみ、距離も計算しながら
ゴールするコマ図ラリー。小池さん、加藤くん、高山
さん、河村さんらが毎年新しくコースを設定してくれ
ます。朝8：30から受付開始。参加賞缶バッヂ、参加
ゼッケンも配布。一昨年34台が昨年は50台参加。
口コミと公式サイトに紹介動画を掲載したマーケ
ティングがじわじわと効果を発揮し、今年は50台限

会場：軽井沢プリンスホテル&軽井沢プリンスホテルスキー場駐車場／主催：軽井沢ミーティング実行委員会
協力：軽井沢プリンスホテル、軽井沢プリンスショッピングプラザ／後援：軽井沢観光協会 

定で受け付け、5/2には締め切りました。ドライブと
合わせ、コマ地図専任ボランティアスタッフも増員
しました。写真と詳細レポートはP37-39を参照。
●コマ地図ドライブ
　「せっかくの軽井沢なので、土曜に周辺の景色
と道をのんびり味わってドライブだけ楽しみたい」
という要望に応え、2021年からスタートしました。今
年は46台が参加。参加費はコマ地図ラリーと同額
2,200円/台ですが、記念になる地図と参加賞缶
バッヂももらえて、参加者から大満足の声が聞こえ
てました。一方、ラリーとドライブで100台近くに増
えたことによって、チェックポイントの選定やスタッ
フへの過負荷などの問題が発生し、安全確保を含
め短期間での解決が難しいため、2025年はラリー、
ドライブを休止します。希望者にはこれまでのコー
スなどを有償で紹介配布することを検討中です。
ご了解ください。
●会場準備あれこれ
　天気予報は土曜は晴れ、日曜は曇りで13年連続
の晴天祈願成就。高原の強い日差し（紫外線）の
下、高橋委員長、古山くんらクラブpeaのメンバーで
レイアウトの確認。テントは昨年とほぼ同じ大中小
3種類33張り。今年もダスキンレントオール高崎ス

テーションさんがテントやテーブルやいすを設置。横
断幕「マツダロードスターファンミーティング」は今
年も会場側に向けて大川くんと杉木さんが掲示。
RCOJの隣に出店するケバブキッチンカーも到着。
　RCOJテントは今年も店舗床面積拡幅。今年は
商品をプレマシーに全部積んで来ることを最初か
ら諦め、事前に事務局からスキー場さん宛に、Tシャ
ツ、バッグ、ミニカーなどの大きめ段ボール7箱を発
送しておきました。スキーセンターの屋内に金曜か
ら保管してくれてあった7箱を受け取ったあと、広
島からのもみじ饅頭段ボール3箱（90個入り）も届
き、売り場や店内レイアウトも検討しました。昨年同
様、片側に入り口、もう一方にレジと出口のお店形
式にしました。
　2024年版の会場内外の看板類は、新規分は
貼り付け製作後、それぞれの担当持ち場ごとに屋
内で手分類整理しましたが、過不足がまた判明。
2024年は増えすぎた看板を整理しようと言ってい
たのに結局できてない！、という反省会ネタになっ
てしまったので、来年までにやります。苦笑。
　テント位置の最終調整、第1、第2駐車場のパイ
ロン立て、ショップエリアの封鎖ロープ、などを、委
員が中心になって、いつもどおり準備。三次での周
年ミーティングのPA(音響)関係もやってくれ、毎年
軽井沢でも前夜祭と日曜の音響をおまかせしてい
るリンクスの西原くん（0708005）もいつもどおり？

4 5



6 7

高速渋滞にはまって、遅め
に到着。電源、スピーカー
ライン設置など事前の準
備。最後に各所をひとまわ
りして、17時に会場をでて
ホテルに向かいました。
●前夜祭パーティー
　前夜祭パーティーの参
加数は昨年より45名も増

えて、260名＋子ども3名。1テーブル8名のテーブ
ルが34テーブル。笑顔も増えます。食事はひとりず

つサーブのディナー方式。海外からの参加はオース
トラリア、香港のクラブから全部で25名が参加。4
テーブルに日本人も配置。国際交流できました。日
曜はタイの8名も参加となりました。
　司会は9806018片桐美鈴さんと私水落、そして
日曜も司会の浜島くん。開会宣言後、実行委員紹
介、高橋委員長の挨拶と乾杯。マツダスタッフ出

張参加者11名とプライベート自車参加者3名をス
テージ上で紹介。齋藤主査が代表して挨拶。貴島
さんとゲスト俣野さんもご紹介。参加ありがとうござ
いました。
　まずは、駐車券争奪じゃんけん大会。今年も仕

事や都合、車の故障で参加できなくなった方々から
のキャンセル駐車券を、前夜祭に参加した駐車券
がない人たち50名くらいで真剣じゃんけん勝負。10
名が駐車券を獲得しました。みなさんに喜んでもら
えました。めでたし。
　その後は、加藤さんによ
るコマ図ラリー表彰…でし
たが、1-3位入賞者がパー
ティーに参加しておらず発
表のみとなりました。詳細は
P37-39を参照ください。
　メインイベントは、35周
年の節目に参加いただいた俣野さんのトーク。「NA
誕生の前後、そして、その後の歩みのスライド
ショー」となりました。発売
後、各地にクラブができ、
10周年を祝うミーティング
が開催される、といったこと
が初代の企画書にあって、
まさに予言でした。20周年
時にもメディアが予言書
として紹介してくれたこと
を思い出しました。短い時間でしたが、参加者のほ
とんどが初めて聞く話と初めて見る写真が記憶に
残ったと思います。ありがとうございました。

　そのあとは、NDの10年を振り返る、中山さん、山
本さん、山口宗さんによるフリートーク。宗さんが作っ
た開発年表を映しながら思い出話もありました。
　次に、高橋委員長、水落、浜島くんによる「軽井
沢ミーティング質疑応答」コーナー。昨今、SNSや
事務局への質問や要望に見られる、抽選になった
経緯や、往復はがきへのこだわり、そして会場を変
更しない理由、などを直接答える時間としました。参
加者がしっかり聞いてくれている手応えがあって、よ
い機会でした。
　じゃんけん大会は、じゃん
けんクイーン田中杏奈ちゃ
ん（6歳）とお父さん（実行
委委員の田中大介さん）。
最初に杏奈ちゃんが英語
でコーナー紹介して、場内
がざわつきました（笑）。賞
品は、マツダコレクションの
100周年記念写真集とマツダと資生堂がコラボで
作った「魂動」フレグランス。最後に中山雅さん提供
の、手書きろどすたくん付きというレアブルゾン。田

に埋まりました。コテージも最終的にはスタッフ含め
30棟を使用。合計238名の宿泊者それぞれが、翌
日を楽しみに盛り上がったはず。

5月26日（日）
13年連続の雨なし！

●朝いちのRCOJテントあれこれ
　朝6時、やや寒い会場に到着すると、いつもど
おりボランティア数名が到着済み。トランシーバの
イヤフォンを着けつつ、前日にイメージづくりした
RCOJテント内の商品並べ。目玉はオフィシャル35
周年ロゴのステッカーとキャップ。そして35周年チャ
リティTシャツ&バッグfor能登。また昨年200台を完
売したNDアウトレットミニカー100台に、一律2,500
円SALEのTシャツなど。カーケシ120袋も含め、目
標通りほぼ完売しました。
　昨年も用意した「にしき堂×MAZDA特製饅頭&
もみじ詰合せ」は、マツダと広島企業とのコラボで
つくる商品「広島つながリンク」のラインナップのひ
とつ。広島でも入荷→売切を繰り返しているもの
を1ヶ月前から予約して90箱を入手。賞味期限があ
るので実は売れ残りリスクがありますが、今年も昼
前に完売。来年も商品があれば、120個仕入れます
かね。RCOJオリジナルロードスタークッキー40セッ
トも昼過ぎには完売。めでたし。

中親子とじゃんけん参加者、お疲れさまでした。
　私の閉会挨拶は、いつもの「NAサイコー、
おーっ」に始まり「35周年おめでと～明日も楽しむ
ぞっ、おー！」で締めて、21時ちょいに無事終了。充
実の2時間でした。

●プリンスホテルウエストツイン、コテージ宿泊
　プリンスでの前泊は、昨年同様、事務局で予約
受付。ツインは45部屋、コテージは4人、6人、8人
用合計30棟ほどを事前にプリンス村上さんに確保
いただき、コテージへの相部屋を避けるため、1棟
貸しで予約を受付ました。それぞれ4/25頃に前年
宿泊実績がある方々にメール連絡。その他事務局
に事前に直接要望があったメンバーであっという間

　MAZDAテントでは、 COLLECTIONの展示。マ
ツダオフィシャルでつくるちょっといいバッグの提案
や、一年前の軽井沢でニーズ調査していたNAの
限定車のミニカーの進捗などを展示してました。ま
たレストアチームの協力企業としてENKEIとブリヂ
ストンが、純正ではないけれど復刻ホイールなどを
展示し、昔使っていた人たちに好評でした。

　同じテントの中に、高木くんが35周年お祝い寄
せ書きタペストリーを3枚セットしてくれました。駐車
場側に看板も出したので、終了までに3枚ともギッ
チリ寄せ書きが集まりました（P11参照）。
●ボランティア集合、ショップ入場、一般入場
　7時からは総勢140名（昨年より30名増）のボラ
ンティアミーティング。マツダからは齋藤主査、杉
本さん、松岡さん、山口宗さん他合計9名がボラン
ティア参加。ビブスや誘導棒も配布。朝食としてお
にぎり2個（2022年までのお弁当屋さんが廃業し
2023年に新規手配したところ、サイズ、味付けにイ
メージ相違があったので今年は加藤くん杉木さん
が24時間営業の西友で6時におにぎり購入搬入。
おしかったので来年も）とペットボトルのお茶も配
布。高橋委員長の感謝の挨拶、担当実行委員大古
くんが作った分担表で、それぞれの持ち場を確認し
て、それぞれのリーダーのもとで打合せ。
　7時30分までの間、全部で21店舗（1店舗はコロ
ナでキャンセル）のショップさんが第2ゲートから入
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場。ショップの入場対応（チケット、車両証確認）は
松島夫妻。場内では私がショップ対応。常連さんば
かりなので、一台不動車が発生した以外、問題なく
ショップ入場完了。その後松島夫妻はRCOJテント
のヘルプ（後出）に回ってもらいました。ありがとう。
　RCOJテント内の準備の合間に、第1駐車場の
ゲートオープン8時を迎えます。3ヶ月間の苦労が報
われる瞬間です。公道の渋滞緩和のため、第2駐
車場は8:20から入場開始。2ゲートの受付テントで
は、今年も駐車券有無と人のチケットのチェック。
ほとんど問題起きず。駐車券、チケット忘れはほと
んどありませんでした。受付テントと本部テントでク
レデンシャルケースは約1400個を1個100円以上
でチャリティ販売しました。
　8時過ぎには9806018片桐美鈴さんと博也さん
がRCOJテントに到着。松島夫妻、事務局Yokoと
共に、最終の商品陳列作業を進めます。岸田さん
も到着。テント入り口の対応をお願いしました。片
桐博也さんは、RCOJの旗の前でおなじみのメン
バー記念撮影担当です。
●開会式
　ほぼ10時キッ
カリから実行委員
の浜島くんの司
会でいつもどおり
スタート。高橋委
員長から開会挨
拶。参加者から自
然に湧き起こる感
謝の拍手が嬉し
いです。出張、プ
ライベート参加お
りまぜ、マツダス
タッフの紹介。代表して齋藤主査からも挨拶。俣野
さんと貴島さんと山本さんも紹介しました。

●ショップオープン
　開会式終了後、場内2箇所のショッピングストリー
トがオープン。入場規制のロープを手慣れた参加
者がパイロンから落としてくれます。笑。
　RCOJテントは、昨年同様入店行列を減らして参
加者に時間を有効活用してもらうための入店時間
指定整理券配布によるファストパス方式。昨年パー
フェクトに捌いてくれた松島若葉さんに今年も入口
担当をお願いしました。行列最後尾担当は昨年同
様西川さんにお願いしました。行列が始まったら整
理券を配りつつ、整理券なしの行列は20人程に制
限して、整理券保有者を優先しつつ店内人数10
人前後をキープして入店してもらう方式は今年も、
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けていきます。これからもこの場所で続けていくため
の改善点、提案がありましたら、事務局まで連絡く
ださい。軽井沢ミーティングは、今までもこれからも
参加者みんなで、創り続けていきます。
●軽井沢ミーティング2025～笑顔。逢える。～
　来年2025年は5月24-25日の開催です。プリンス
ホテル、スキー場駐車場も予約済みです。駐車券
も、今年同様、2025年2月中旬から4月中旬の間に、
往復はがきでの応募、抽選になると思います。詳細
は2025年2月発行のvol.115でお伝えしていきます。
　2025年になると、もう40周年まで4年。大きな節
目が近づいてきます。軽井沢にはでかけながら、40
周年を笑顔で迎えるためのライフプランを考えたり

（笑）、みなで想いを馳せましょう。

●マナー再考
今年は、軽井沢警察署への通報は一件もなかったと聞きま
した。参加者みんなが、軽井沢ミーティングの継続を願って
いると思います。実行委員会が30年以上積み重ねてきた
試行錯誤は、すべてその継続のためです。継続することが
社会的使命とまで思えたりしています。これは軽井沢に限っ
たことではありません。まわりに迷惑と感じさせることが起き
れば、ミーティングの継続は危うくなります。ミーティングだけ
でなく、このクルマと仲間、そしてロードスターというブランド
のイメージを下げてしまいます。これを機に、また皆で考え続
けたいと思います。

●2024参加者アンケート　
回答総数史上2位1,567枚、回収率60％の結果を一部ご
紹介（最多は2022年の1,694枚、80％）○初参加の割
合：39.3%(過去最多は2023年の42.4％）○仲間参加
の割合が減り、個人参加（1-2名）増加傾向継続中。○感
想、意見（フリーアンサー）：とても濃く、年齢問わずなイベン
トでとても楽しめました（28歳、2回目）／開催してくださりあ
りがとうございます。当たってもハズれても毎年来ます！（62
歳、2回目）／能登に募金いただきありがとうございます（親
50歳、子19歳、2回目）／ロードスターを購入して3年目。
子供と揃って2回目の参加ですが、毎年の恒例行事になり
そうです。子供から「また軽井沢いきたいなぁ」の言葉が出
る限り二人で参加し続けようと思います。スタッフの皆様、
毎年ありがとうございます（37歳、2回目）／ショップ、フリマ
が充実していて楽しかったです（25歳、2回目）／ND990S
から乗り始めて新参者です。NDのこれからの進化やNEに
ついて情報を知りたくて参加しました（39歳、2回目）／家
族三人で楽しみにしているイベントです。私だけ新幹線な
ので、いつか運転して来たいです（35歳、2回目）／前回の
参加の時以上にスタッフさんの温かい対応をしていただき
ました。これからもロードスターと共に続けて行って欲しいと
思います。ありがとうございました（29歳、2回目）／マナーを
守って、楽しく皆で作るのが軽井沢ミーティングの良いとこ
ろだと思っていますが、実際メインで運営してくださっている
スタッフの皆さんが歳を食ってきて、あと何回楽しめるのかな
と不安と期待があります（22歳、2回目）／ペダルカーレー
スのみんなの笑顔がよかったです（36歳、2回目）／なんだ
かライフワークな気がしてきました。毎年来ます。スタッフ様、
いつもありがとうございます（35歳、3回目）／今年も軽井沢
ミーティングの準備、開催ありがとうございました。2023年
の軽井沢ロスからやっと一年。このために毎日仕事頑張っ
ていました。1989年8月生まれなので、ロードスターと同じく
人間も35周年。スタッフの方やみんなありがとう！（34歳、3
回目）／入場がスムーズで最高です（28歳、3回目）／毎年
改良しようとするマツダの姿勢が素晴らしい（62歳、3回目）
／全て完璧なので要望ありません。是非このままずっと続け
てください。楽しみにしています（56歳、3回目）／35thおめ
でとうございます。またのさんの貴重な話を聞けて大変楽し
かったです。また来年！（50歳、3回目）／子供が生まれてか
らすっかりロードスターに乗る機会がなくなってしまいました
が、今回はとても楽しみにきました。子供が5歳になり最初
で最後のペダルカーレース頑張ります。頑張れ！（3回目）／
いつも楽しいミーティングを開催してくださりありがとうござい
ます。今回は駐車場の抽選に外れてしまい参加を迷いまし
たが、夫の「35周年だから参加したい」という熱い想いがあ
り、ペンションから徒歩、電車での参加です。来年も参加し
ます。コマ地図ドライブは浅間山がキレイで最高でした！（47
歳、4回目）／実はスタッフのお友達が毎年参加されてお
り、顔を合わせるのが楽しみだったりします。前日から会場
で、まるで同窓会のように年1でしか会えない方などがいる
ので、大変貴重な場になっています（40歳、4回目）

＜マツダ関係 出張参加者（一部プライベート自車自走
参加もあり）＞ Vは日曜のボランティアも
前夜祭と日曜参加：商品本部主査・斎藤茂樹V／商品本部
プロジェクトマネージャー・杉本学V／リージョン商品推進部・
伏見亮／リージョン商品推進部・神辺浩司（初参加）／デ
ザイン本部カラー＆トリムデザインGr・松岡信宏V／デザイン
本部カラー＆トリムデザインGr・瀬能海翔V（初参加）／国内
営業本部国内商品マーケティング部・大関卓也V／国内営
業本部 カスタマージャーニー開発部・田渕有策（初参加）／
国内営業本部国内商品マーケティング部・渡辺佳紀V／国
内営業本部国内商品マーケティング部・河野薫V（初参加）
／国内営業本部国内商品マーケティング部・佐久間政伸V

（初参加）／デザイン本部長・中山雅・商品本部／山口宗
則V／OB・山本修弘夫妻
日曜参加：国内営業本部国内商品マーケティング部・下村
周平（初参加）／国内営業本部・神野道弘（初参加）／リー
ジョン商品推進部・西岡勝則／BX本 ブランド体験推進
部・村中一成／BX本 ブランド体験推進部・廣嶋淳子／ブ
ランドスタイル統括部東京オフィス・木村幸奈／ブランドスタ
イル統括部東京オフィス・寺島裕紀／ブランドスタイル統括
部東京オフィス・菊池由美子／マツダエース・堀本弘臣／国
内営業本部国内商品マーケティング部（T）メディア対応・田
中秀昭
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若葉さんのおかげで、とてもうまくいきました。ほんと
にありがとう。片桐美鈴さんと事務局Yokoのレジ2
人体制に、ときどき私も加わってお客さんとの会話
も楽しみながら、笑顔でお買い物してもらえました。
RCOJテントだけが毎年行列ができる理由は、やや
ハード（車の部品）寄りの商品が多い他のショップさ
んに対して、RCOJにはTシャツや帽子、Bow。さん
の絵のバッグやキーホルダー、ミニカーやグッズなど
のソフト商品が多いからなのです。Tシャツ類はXLと
Sの一部を残し、バッグ類はほぼ完売。帽子もほぼ
完売。お買い上げありがとうございました。事前に7
箱送った段ボールの中身はほとんどなくなり、帰りの
プレマシーにはスペースがたくさんありました。
　RCOJテントには買い物する気がない（笑）メン
バーもたくさん来訪。ずっと、テントまわりで話せまし
た。曇りでも強い紫外線を浴びていたおかげ？で、
今年も2日後から額と耳の皮が…。苦笑。
　RCOJ隣のケバブ屋さんのキッチンカーでは、や
や肌寒かったこと、スキー場の自販機がすでに全部
冷たい商品だけになっていたため、ホットコーヒーが
かなり売れたもよう。アウトレット内に常時出店して
いるケバブのキッチンカーに、参加者の来訪が続い
ているようで、私も軽井沢に行くときは寄ってます。

●ペダルカーレース
　ショップオープンの頃、ステージテント前のスペー

スでは軽 井
沢の象徴、ペ
ダルカーレー
ス開催。この
レースは3歳
から5歳まで
しか参加でき
ません。今年
は14名が参
加。保護者の
見守りと応援
の熱さが伝わ
ります。笑 。

川勝くんちの蒼太くんは2位入賞。家族で喜んでまし
た。俣野さんもお気に入りのこのレースを笑顔で動
画撮影したりしていました。NDの電動ペダルカーも
発売されてますが、やっぱり足で。
●初心者ツアー＝スターツアーズ
　一方、MAZDAテント前では、昨年トライアルで
実施した「初心者ツアー」を今年はスターツアーズ
に名前を変えて開催しました。プログラムには「軽
井沢初参加、初心者、ミーティング初心者の方々の
ために、昨年トライアル開催したツアー。好評につ

き第二回も開催です。開会式終了後、本部テント
前あたりから、場内（ショップ、駐車場など）を30分
程度のツアー形式で廻り、楽しみ方をお伝えする＜
初心者ツアー＞です。初参加者どうし集まると、そこ
にもう知り合いの輪ができるというツアーでもありま
す。事前申込は不要です。人数が多過ぎた場合は

「グループ、時間で分けま」と記載してました。担当
の高木くん、田中くん、五味さんが事前準備、打ち
合わせしたおかげで、混乱なく4組に分けて開催。
途中、山本元主査やM2オーナーの話を聞いたり、
臨機応変でだったよう。お疲れでした。これからまた
いろいろ改善、熟成していく来年も楽しみです。

●トーク第1部
　11時からのトーク第一部は、35周年を振り返る
俣野さんと貴島さんのお話。次にマツダコレクショ
ンのロードスター関連商品の紹介と今後の計画の
お話（村中さん、廣嶋さん、木村さん、寺島さん、菊
地さん、堀本さんら）。NAの限定車ミニカーは10月
頃発売されるはず。事務局でも取り扱い予定。

　午前のラストは、伏見くん神辺くんと西岡さん
による純正復刻部品、NA6レストアの現状報告。
ENKEIとブリヂストンさんの紹介もあったはず。
●ランチ＆全景写真
　11時前から昼食券と引き換えで配布が始まった
弁当は、今年も群馬の「登利平」さんの3種類。集
合写真撮影は今年は脚立から。13年連続晴れの
功労者水澤さん（熊野皇大神社の神主さん）も立
ち寄ってくれ、脚立の上からお祓いもしてくれまし
た。皆から感謝を伝えられ「ほんとロードスターさん
が一年で一番胃が痛い（苦笑）」とのこと。胃薬を
送るので、来年もよろしくお願いしますよ。笑。
●トーク第2部
　 午 後 のトークはまずは国 内 営 業 大 関くん

（1512008）、商品本部杉本くん（2107004）、齋藤
主査（2309007）で、ND2(2024年モデル）などの
お話。その間、じっと本部テントでいつ呼ばれるかと
待機していた中山さん（1312001）にやっと声がかか
り、満を持して登場。出たかったよう。笑。35周年車
の話やNEの展望など、司会の浜島くんからの質問
や、参加者からの質問（質問票に事前記入）をかわ

●2024年の最終参加数
事前申込時不明だったメディア17名を加え、参加者総数
は史上1位の2,617名（過去の最多記録は2023年の
2,,537名）。●実際に確認できたロードスター（ボランティア
スタッフの手カウント）は1,089台（昨年は1,157台）。●内
訳は、NA24％（昨年25%）NB9％（11%）NC9％（10%）そ
してND+RF58％（54%）でした。年々着実にNDとRFの比
率が増えています。でも、4世代の型式の間に、区別も差別
もない、だから続いているのだと思っています。

しつつ、かなり踏み込んだ回答があったよう。ステー
ジ前に集まって真剣にときに笑顔で聞いていた参
加者からの大きな拍手が期待の表れですね。
●抽選、チャリティオークション〜閉会
　ショップさんから提供いただいたハード系商品の
オークション&抽選会も実施。最後は、高橋委員長
のあいさつ。恒例の「家に帰るまでがミーティングで
す」を聴いて、無事終了したことを実感。浜島くん、
今年も準備周到、臨機応変な司会進行、1日お疲
れさまでした。
　閉会後、参加者の見送りとかたづけはいつもど
おり着々。見送りがひと段落したところで、委員とス
タッフでステージテント下で記念撮影。充実の笑顔
たち、お疲れさまでした。
●反省会
　6月には実行委員会の反省会と2025第一回会
議を開催。今年も大きな問題は起きませんでした
が、慣れから発生したと思われる課題も出ていま
す。ひとつひとつ改善を積み重ねていきます。とは
いえ、ミーティングは参加者とボランティアスタッフ
の皆さんの協力があって初めて成り立つものです。
感謝です。実行委員会が考える軽井沢ミーティング
の会場はここだけです。年に1回、たくさんの笑顔に
ここで逢う、そのための改善、努力をこれからも続
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　軽井沢ミーティングは、単一車種で毎年実施す
るイベントとしては世界最大規模。でも、主催はマ
ツダでもなく、大きな会社でもありません。関東圏
のクラブ他有志（2024年は20名）による「軽井沢
ミーティング実行委員会」の主催です。毎年お伝え
してますが、RCOJの主催ではありません。委員会
から、問い合わせや参加申込のフルタイムの窓口
運営業務を、RCOJ事務局が受託しています。
　委員会では軽井沢ミーティングの規模を大きくす
ることを目指してきたわけではありません。開催につ
いての告知は、本誌と公式サイト以外ではほとんど
していません。当日のボランティアも含め、参加者
といっしょに自分たちも楽しむ場を作り続けること、
その目的のために重ねてきた改善が、結果として参
加者の増加につながって来たと思っています。もち
ろん、ロードスターを継続生産してきたマツダのお
かげでもあります。ユーザーとの交流で得たものが
次のモデルに活かされてきたこともその要因です。
　実行委員は、各々が担当業務のリーダーとなり、
当日はそれぞれの委員の仲間や一般参加者のボラ
ンティアスタッフの協力を得て軽井沢ミーティング
が運営されているのです。
　これも何度もお伝えしてきましたが、軽井沢ミー
ティングでは、実行委員も含めすべてのスタッフが
一般参加者と同じ参加費を払ってます。もちろん委
員やスタッフに人件費が払われることは一切ありま
せん。日曜早朝の駐車誘導ボランティアには駐車
枠が確保され、朝食としておにぎり2個とお茶と、ボ
ランティア缶バッヂが配られます。仕事で来ている
わけではないからこそ、委員もスタッフも一般参加
者と同じように楽しめるのです。一般参加者より早
起きしてちょっとだけ眠いスタッフの元気の源＆報
酬は、参加者からの「楽しかったです。」「お疲れさま
で～す。」というひと声と笑顔、そしてミーティングを
一緒に創っているという自負です。
2024実行委員会（50音順（）内は主担当）
9605133大川恵一（1P川側場内誘導駐車）、
0510010大古哲生（1P中央場内誘導駐車、ボラ
ンティア監督）、0005027岡田直紀（軽井沢駅誘
導、ペダルカー）、9706004加藤誠（コマ図、2P
入口誘導、本部業務）、9604284小池清隆（コマ
図、2P入口誘導、本部救急）、1607007 五味俊夫

（3P-2P歩行者誘導、スターツアーズ）、9612025
古山英洋（会場レイアウト全般、第２ゲート受付）、
9704012新藤日出雄（本部業務）、9606031杉木
敏治（3P入口路上）、1004010高木亮佑（1P入口
路上プリンス通り側,スターツアーズ）、9605117
高橋優一（会場レイアウト全般、第1ゲート受付）、
9801001田中大介（スターツアーズ）、9703018
富田佳光（3P）、1204002奈良輪康弘（1P山側場
内誘導駐車）、1903009野口正貴(第２ゲート受
付）、9605008 浜島秀和（司会）、1507013松島輝
秋（SHOP対応、1P誘導駐車）、松島若葉（SHOP
対応、1P誘導駐車）、事務局・水落正典（事務局、
進行全体）、9605054吉田雅彦（司会サブ、本部）

＜軽井沢はスタッフも楽しみます。＞
2024運営協力スタッフ(敬称略順不同）
同じ参加費を払って、実行委員のもとで業務分担
しつつ、全員が他の業務にも協力します。彼らボラ
ンティアスタッフにも支えられて、軽井沢ミーティン
グが成り立っています。皆、ロードスターを愛する仲
間です。ちょっと早起きして来てくれる当日朝の駐
車場誘導スタッフは黄色のビブス（メッシュのベス
ト）を着用しています。「おつかれさまで～す」のひ
と声で、みんなしあわせになれます。2011年から新
たに「ボランティア缶バッヂ」を製作配布していま
す。これは、ボランティアの皆さんへの感謝の気持
ちと、本人が誇りに思えるような参加証として作っ
ています。ボランティアとして参加するたびに勲章
のように胸や帽子に増えて行くよう、毎年デザイン
を変えて製作しています。
●日曜の駐車誘導ボランティアはここ数年、経験
者とその紹介者のみで運営しています。早起きの
分、第一駐車場に専用スペースが用意されます。
RCOJメンバーで新たにボランティア参加希望の
方は、2025年1月末までに事務局まで連絡くださ
い。ただし、応募多数の場合はボランティア参加い
ただけないこともありますのでご了解を。●コマ図：
高山悌二、河村吉架、小池つる子、大坪正道、瀬
端宏之、西川佳男、藤井和人、町田健二、吉野伸
好、六本木初男、田中由美子、山内瑞子●前夜
祭：片桐美鈴●前夜祭＆日曜撮影：片桐博也、片桐
久文、松田健資●前夜祭＆日曜音響：西原喜美雄
●本部対応：小林潤一、中村守康、丸島健右●日
曜受付：池田勤、伊沢良二、岡崎和裕、鈴木広信、
高橋拓馬、高橋亮馬、永山勉、永山直人、平野正
幸、武藤義人、村井尚大、横沢慎一●駐車誘導：
浅香智、天沼重明、荒井和彦、飯島利彦、江原昭
弘、金井広行、金井佐代子、川端博昌、北爪紘平、
正田哲雄、瀬下亨一、高田光隆、高田悠平、瀧澤
勇、田口伊吹、田口武、田谷野寛之、長澤明、中曽
根英雄、水村哲、井上隼人、金沢芳典、金田拓也、
坂本聡、坂本久美子、杉崎誠、二階堂栞、野崎洋
文、松永晃一、山崎浩之、青谷修二、秋元秀行、一
宮亮、岩田靖史、上田良平、牛山天晴、牛山美咲、
海老原健太郎、太田寿一郎、岡田千枝子、小澤か
ずこ、片居木康成、菊地太郎、菊地文子、工藤耕

一、工藤秀俊、小林耕史、
齋藤誠、佐藤弘幸、鈴木由
美、鈴木清実、須永誠、棚橋誠、
棚橋美紀、手塚正臣、豊田優、長谷川浪次郎、疋
野繁、田端治江、檜皮聖子、村上晋、村上智美、村
上友哉、松島若葉、山口宗則、吉野伸好、松岡信
宏、瀬能海翔、大関卓也、河野薫、佐久間政伸、渡
辺佳紀、斎藤茂樹、杉本学、大竹和哉、岡寛、白根
明浩、大矢梢、白根宏希、関塚秀夫、富田洋美、田
辺裕之、野口洋、馬場雅之、二木宏、安野亨、山本
正人、望月真由美●その他、当日手伝ってくれたボ
ランティアスタッフの方々。他の参加者の楽しみの
ために動くことも楽しんでくれました。おつかれさま
でした＆ありがとうございました。
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●35周年お祝い寄せ書きタペストリー

35周年を祝う寄せ書きを、4月7日以降の各地ミー
ティング会場で集めています。

・4月7（日） チャリティフリーマーケット2024春
　　　　　  横浜
・4月14日（日） 南九州ロードスターミーティング
　　　　　　   2024　宮崎
・5月12日（日） オアシスロードスターミーティング
　　　　　　   2024　兵庫
・5月25日-26日　軽井沢ミーティング2024　長野
・6月15日-16日　東海メンバーミーティング
　　　　　　　   夏の合宿　愛知
・6月23日（日）　広島ロードスター
　　　　　　　チャリティフリーマーケット2024
　　　　　　　　広島

6月の広島フリマまでの寄せ書きを7月の2024ロード
スター展会場に掲示しました。このページにも掲載し
ました。

・7月6日（土）～28日（日） 2024ロードスター展 
　　　　　　　横浜（土日祭日12:00-17:00開場）
の会場でもタペストリーが寄せ書きで埋まっていま
す。今後は下記の会場でも寄せ書きを実施します。

・9月8日（日） 中部ミーティング2024　岐阜
・9月14日-15日 Roadsterふらのミーティング2024
　　　　　　 　北海道富良野
・10月6日（日） 東北ミーティング2024　福島磐梯
・10月13日（日） ロードスタージャンボリー2024
　　　　　　　 大分

ここまでのタペストリーを、10月19日-20日のマツダ
ファンフェスタ（富士スピードウェイ）会場に展示予
定です。

・10月27日（日）  チャリティフリーマーケット2024秋
　　　　　　     横浜
・11月10日（日）   清里ミーティング2024
　　　　　　　　 山梨清里
・11月17日（日)　Eunos Roadster 
　　　　　　　 Lovers Meeting 2024　横浜

年末までに集めたすべてのタペストリーは、来年の
ロードスター展でも展示し、40周年ミーティングの会
場にも展示予定です。35周年の年にも楽しんだ足
跡を、ぜひ残しましょう。

<実行委員会からの今年の寄付合計614,240円＞　
今年の寄付内訳は下記です。参加者の皆さんが楽しみな
がらできる活動として、今後も、毎年寄付を継続します。
＜能登地震義援金募金箱＞
受付テントと本部テントに、募金箱
を設置しました。オリジナルクレデン
シャルケースの売り上げも募金箱
へ入れてもらい、また出店ショップ
さんから協賛いただいた一部商品
のオークション売り上げとの合計
募金箱225,402円+オークション
90,500円=315,902円を義援金
に寄付しました。
＜軽井沢ミーティング実行委員会か
らの寄付＞●JCV：「世界のこども
にワクチンを」日本委員会への募金
こどもたちの未来の夢をかなえる活
動の一助になれば、と、2008年か
ら寄付を継続しています。寄付金
額は、2022年まで、その年の参加
人数に、MMR：＜はしか、おたふくか
ぜ、三日ばしかのワクチン3点セット
＞の金額114円を乗じて決定して
きましたが、経費高騰により、2023
年にはMMRワクチン価格もほぼ倍
額の225円となっています。その金
額を参加人数分寄付するのは難し
いため、2023年度以降も、参加者
1人あたり114円の寄付を継続す
ることとしました。参加者2人でこど
も1人分のMMRを寄付する形にな
ります。今年2024年の参加人数
は2,617名でしたので、2,617名×
114円＝298,338円を送金しまし
た。ちなみに2008年から今年まで
のJCVへの寄付で3万人以上のこ
どもたちにワクチンをプレゼントできたことになります。


